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アジアティックハイプリッ ド系無花粉ユ リ `秋田プチホワイ ト'の花持ち特性
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き、1番花～ 2番花の中から各 10月 花ヽ調査した。さら

に、一部の品種では恒温庫内で開花した小花に開花当日、

各々別の品種の花粉を受粉させて開花後の経過を観察し

秋田県農業試験場では県内花き生産の三大品日の一つ  た。
であるユリの品種改良を行つている。ユリは商やその中  14)調査基準

に形成される花粉粒が大きく、また花粉粒には油分が多   萎れ開始日 :花弁の色素が変色あるいは脱色した日

く含まれているため、花弁や衣服に付着し、汚れの目立   落花日:花弁萎縮後、花弁が離脱した日

つ場合がある。このため、育種目標の一つとして、雄性

不稔性を挙げ、花粉を形成しないユリを目標に品種改良  3 試験結果および考察

を行つている。その中で 2002年 に自花、小輪系で花被

片斑.点が極少の雄性不稔性ユリ「秋田プチホワイト|の   (1)`秋 田プチホフイ ト'の花持ち期間

品種登録を完了し、現在のところ現地で試験的に市場出   `秋 田プチホフイト'の開花してから萎れ開始までの

荷を行つている。最近、花きの消費の高まりとともに消  小花の花持ち期間は 82日 で、供試した 14品種の中で

費者からは花持ちのする花きが望まれるようになってき  は最も花持ち期間が長かった (図 1)。

ているため、育成品種「秋lBプチホワイ ト」およびアジ  (2)`秋 田プチホフイト'の花弁落花の品種特性
ユリの花弁は萎れると、通常花弁が落花するが `秋田アティックユリの花持ち期間について検討した。

プチホワイ ト'の花弁は、萎れ、変色して乾燥しても、

2 試 験 方 法                  恒温恒湿庫内で,ま花弁に接触しない限り、萎れた花弁が

落花することはなかつた。

試験は、2003年 に栽培は秋田農試ガラス温室(100m2)  (3)花弁落花の品種別特徴と分類

花弁の落花が見られない品種は、 `秋 田プチホワイ トで、花持ち調査は恒温恒湿庫で行つた。

(1)供試品種 14品種                '以 外には、LA品種の `アプリコットウエーブ'があ

アジアティック (AH)系 12品種 :`秋田プチホワイ  リ、その他の供試した品種は全て萎れた後に花弁が落花

卜'`イベルフローラ'`グランドクルー'`ア ビニオン  した。花弁が落花する品種の中でも、萎れ始めててから

'`イ エロージヤイアント'`ベアトリックス'`ヒ ルデ  数日後に落花する品種と、萎れ始めと同時に落花する品

'`ソルベット'`コ ネチカットキング'`モナ'`コ ー ト  種が確認されたため、花弁の落花について、萎れ始めて
から落花するまでの期間が数日要する品種群をタイプ Iダジュール'`サンセール'

LA系 2品種 :`アプリコットウエープ'`ロイヤル  に、萎れ始めると直ちに落花する品種群をタイプⅡに、
花弁の落花が見られない品種群をタイプⅢに分類したハイネス'

(2)耕種概要および調査時期               (表 1)。

球根は 2002年 10月 15日 に球周 12～ 14cmの球根を  (4)受粉による姜れ開始までの花持ち期間
への影響

ガラス温室に定値した。栽培管理は慣行に従つて行つた。   恒温恒湿庫内で強制受粉した後の花持ち期間を比較し
たところ、開花後に萎れ始めるまでの期間に対して受粉花持ち試験は2003年 5月 2日 ～ 6月 14日 まで品種別に

1  1ま  じ め  :こ

行つた。

(3)調査方法

圃場で開花直前の奮を切り取り、すぐに水道水を満た

したビーカーに入れた。実験室に持ち帰つたあと、小花

梗の長さを 生mに調節 して切り取り、水道水を入れた

o12-× 12111nIIIの試験管に入れ、温度 20℃、照度

8,6001x、 日長 121u、 相対湿度 70%に調節した恒温庫 (東

洋製作所製 NA l‐5S)の中で開花経過を 24時間毎に

観察して、萎れ開始時期と落花 日を調
べた。1品種につ

の有無による影響は見られなかつた (図 2)。

(5)受粉による落花までの花持ち期間への影響

強制受粉後の落花までの期間は、明ら力ヽ こ受粉区が早

く落花した。また、上記で花弁の落花しないタイプⅢに

区分した `アプリコットウエープ'は、受粉すると落花

したが、`秋田プチホワイ ト'は、強制受粉しても花弁

の落花は見られなかつた (図 3)。
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無花粉のアジアティックハィプリッド系ユリ品種 `秋

田プチホフイ ト'は、他のユリ品種よりも花持ち期間が

長く、また、花弁が萎れても落花しないという特性を持

つていることを確認した。無花粉性と花持ち特性との関

連や、花弁の落花に作用しているエチレン生成量やエチ

レン感受性については今後検討が必要である。
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図 1 品種別花持ち期間の比較

表 1 花弁落花のタイプ別品種構成
品種群    花弁の萎れと落花との関連 品 種 名
タイプ I 花弁の萎れ開始から落花するまで数 日間

要する

タイプⅡ 萎れ始めるとすぐに落花する
タイプ皿 花弁が萎れても落花 しない

イベルフローラ、ベア トリックス、モナ、イエロー

ジャイアント、ヒルデ、ソルベット、コネチカット
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図3 受粉の有無による落花までの品種別
花持ち期間比較
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図2 受粉の有無による萎れ始めるまでの品種別
花持ち期間比較
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